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い つ し か 国 民 箇 理 の 機 ヘ
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霧簾麟騨

議
‐
と―鞭 ―
合開室梶

10月 下旬になるとさすがの猛暑も

秋らしさを感じるようになつた22

日、毎月定例の社民党など立憲野党

と市民団体おかやまいつぽんの合同

宣伝を行い、各代表らがマイクリ

レーで、政治や経済、社会情勢につ

いて訴えた。文責 :野崎
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憲
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本
性
見
せ
る
岸
日
政
権

保
険
証
廃
止
と

マ
イ
ナ

ン
バ

ー

カ
ー

ド

（
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
）

の

一
体
化
に

つ
い
て

「
初
め
は

任
意

の
は
す
が
強
制
に
変
わ
り
、

戦
争
す
る
国
づ
く
リ

ヘ
国
民
統

制
管
理

の
柱
に
」

「
マ
イ
ナ
カ

ー

ド
で
健
康
情
報
が

い

つ
漏
え

い
す
る
か
不
安
。

国
民
皆
保
険

制
度
が

マ
イ
ナ
カ
ー

ド
で
壊
さ

ま
た
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

北

の
核

・
ミ
サ
イ
ル
問
題
、

中

国

の
軍
拡

の
動
き
に
岸

日
政
権

が

軍
事
力
強
化
で
対
抗
し
よ
う

と
防
衛
費

の
２
倍
化
に

つ
い
て

受駆
挙
挙
挙
γ群
軍
守一部
挙
駆
駆
駆
雑
挙
零
好
挙
挙
駆
雑
駆
ヤ

だ

れ

も

が

自

分

ら

し

く

‐０
月

裕
日
に
岡
山
市
内

・
石

山
公
園
で

「
岡
山
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
エ
ス
タ
２
０
２
２
」

が
行
わ

れ
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
昨
年

に
続
き
２
回
目
だ
が
、

党
全
国

連
合

の
村

田
俊

一
さ
ん

の
呼
び

か
け

で
初
め

て

一
緒

の
参
加

で

し
た
。

前

日
ま

で
６
０
％

の
雨

予
想
が
、

当

日
は
秋
晴
れ
で
空

が
抜
け
る
よ
う
な
青
空

の
下
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
十

（
性
的
少
数
者
）

を
は

じ
め
、

誰
も
が
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
社
会

の
実
現
を

訴
え
る
集
会
。

集
会
後
、

岡
出

市
役
所
ま

で
２

・
３
ｋｍ
を
約
２

５
０
名
で
パ
レ
ー

ド
も
行
い
ま

し
た
。

沿
道

に
は
大
勢

の
力
が

も

「
武
力
倍
増
が

平
和
に
繋
が

る

の
か
。

武
力

で
構
え
る

の
で

な
く
、

必
要
な

の
は
平
和
外
交

だ
」

「
物
価
高
騰

の
対
策

で
構

造
的
な
賃
上
げ
を
い
う
な
ら
格

差

・
貧
困
の
抜
本
的
解
消

に
大

胆
な
最
賃
引
き
上
げ
、

非

正
規

の
改
善
に
本
気
度
を
示
せ
」

と
。

「
声
」

を

上

げ

る

政

治

を

変

え

る

さ
ら
に
は

「
旧
統

一
教
会
と

政
治
、

自
民
党
と

の
ズ
ブ
ズ
ブ

の
関
係
解
明
を
」

な
ど
言
及
す

る
声
が

つ
づ
き
、

「
水
漏
れ
を

止
め
る
に
は
穴
を
ふ
さ
ぐ
た
め

の
法
案
成
立
を
」

「
立
憲
野
党

と
市
民
の
連
携

で
、

こ
れ
ら

の

声
が

届
く
国
会
に
」

「
声
を
上

げ
、

政
治
を
変
え
よ
う
」

と

の

訴
え
が
夕
焼
け
迫
る
秋
空
に
広

が

っ
た
。

手
を
ふ
っ
て
く
れ
た
り
拍
手

で

歓
迎
、

ビ

ル
の
窓
か
ら
も
声
援

し
て
く
れ
ま

し
た
。

と
て
も
気

持
ち

の
よ
い
パ
レ
ー

ド
で
し
た
。

寵
寵
菫
麗
寵

い
っ
き
に
秋

の
装

い
と
な
っ

た

‐０
月

２６
日
夕
刻
、

定
例
街
宣

を
行
い
５
名
が
参
加
。

試
本
幹

事
長
が
、

安
倍
政
権

の
戦
争
法

か
ら
沖
縄

・
南

西
諸
島

の
軍
事

北
海
道
か
ら
恒
倒

の

コ

ン

ブ

が

届

き

ま

し

た

仕

入
れ

ア

ツ
プ

も
価
格

据

置

詳

し
く
は
剛
紙
ご
案
内
参

照

基
地
化
な
ど
日
本

の
力
向
を
変

え
よ
う
と
す
る
動
き
を
批
判
。

次

の
野
崎
副
代
表
も
、　

マ
イ
ナ

カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証

の

一
体

化
で
、

情
報
漏
え
い
の
不
安
や

為
政
者

の

一
元
管
理

へ
の
問
題

危
険
性
を

指
摘
。

　
一

緒
に
者
え
、

声
を
上
げ

よ
う
、　

と

訴
え
た
。

ふ内
小
】

ヂ
一
”
詢
”
ウ
”
成
Ｗ
申

ヽ

し
烈
化

の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

戦
争

の
悲
惨

で
そ

の
痛
ま
し
さ
は

そ

こ
に
生
き
る
市
井

の
人
々

の
気

持
ち
を
推
し
量
る
に
余
り
あ
る
。

テ
レ
ビ
を
通
し
て
、

い
の
ち

の
破

懐
が
危
惧
さ
れ

て
も
停
戦

へ
の
道

筋
は
見
え
て
こ
な

い
▼
福
祉
国
家

と
し
て
知
ら
れ
る
北
欧

で
は
、

ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
機
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟

の
軍
事
費

Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
増
額

の
財
源
と
し
て
社
会
福
祉
費
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
に
、

国
を

三
分
す

る
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
と

い
う

▼
日
本

で
も
５
年
以
内
に
防

衛
費

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
倍
増
に
賛
成

が

過
半
数
を
超
え
て
い
る
。

し
か

し
本
当
に
軍
事
力
が

平
利
を
も
た

ら
し
て
き
た
か
、

過
去
を
見
れ
ば

明
ら
か
だ

▼
朝

の
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ

て
き
た

の
は
、

第

一
次
大
戦

で

欧
州

の
激
戦
跡
地

で
は
１
０
０
年

後

の
い
ま

で
も
、

不
発
弾
や
有
毒

物
質
が

汚
染

し

（
ヒ
素
が
規
制
値

の

一
万
倍
な
ど
）
、

人
が
踏
み
込

め
な

い
レ
ツ
ド
ゾ
ー

ン
が
あ
る
と

い
う

▼
現
在
だ
け

で
な
く
末
来
ま

で
苦
痛
を
も
た
ら
す
最
大

の
人
権

侵
書
、

戦
争
に
レ
ツ
ド
カ
ー

ド
。

一
発
退
場
を
世
界
ル
ー

ル
に

（
の

定
例
学
習
・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

‐１
月
８
日

（
第
２
火
）

１
７

・
ｌ章

辰
巳

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

”

　̈
‐１
月
２５
日

（
月
末
金
）
１
７
温

※
コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

¨

い
す
れ
も
辰
巳

・
新
事
務
所
で

物 のチカラ

れ
よ
う
と
し

て
い
る

「
健

康
や
預
金
、

免
許
証
情
報

な
ど
全

て
の

デ
ー

タ

の
危

機
だ
」

と
、

健
康
を
守
り
、

個
人
情
報
を

守
ろ
う
と
訴

え
た
。

※
本
紙
３
月

１
日

コ
ラ
ム

⌒
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
シ
ズ

ム
参
照
）

Y控 犠営途労

欝鞄ン鞭募平

党県連合活動 日誌
10/4 党 全国連合会計監査 ・東京 (試本)
10/6 市 民と野党の打合せ (試本)
10/14 党 宣伝カー (倉敷)
10/15 岡 山市平和推進協  (耐 本)

,′  美 作地区平和センター総会 (宮日)
10/16 レ インボーフェスタ2022岡 山・石井公園
10/18 さ よなら原発実行委 (耐本)

10/22 市 民と立憲野党の台同宣伝 マ ツキヨ前
10/26 党 定例街宣 マ ツキヨ前
10/29 朝 鮮初中学校 「公開授業」

メ
し

マイクをもつ社民党 ・宮日代表

200グラム1000円

社民党サポーター募集中

年会費1000円 オンライン申し込み⇒

https://sdp.or.jp/sdp―supporter/

11/20 13:00

さよなら原発総会

労金ビル 総 会 ・映画会
「線墨計がなる」中村敦夫

11/8(火 )18:30閑 演‖11/22(火 )17:00マ ツキヨ

倉敷市民会館 無 料   ‖ 11/26(上 )16i00マ ツキヨ
金岡」山歌濠」団2022公 演  ‖ 社民党定例街宣

:常県澄合まで  ‖ 市民と立憲野党台同宣伝


